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５３１ 継体天皇逝去

５５２ 日本書紀は、この年を仏教公伝とする

蘇我稲目と物部尾輿の崇仏論争がおこる

５３８ 上宮聖徳法王帝説、元興寺縁起などは、この年を仏教公伝とする

５５４ 五経博士らが百済より来日

５７１ 欽明天皇逝去

５７２ 敏達天皇即位

５７７ 百済が日本に経論と僧、技術者を送る

５７９ 新羅が日本に仏像などを送る

５８４ 蘇我馬子が司馬達等の娘の善信尼らを出家させる

５８５ 物部守屋が寺を焼き、仏像を難波堀江に捨てる

敏達天皇逝去 用明天皇即位

５８８ 蘇我馬子が飛鳥寺の造営に着手

百済より僧、寺工、瓦博士などが来日

５８７ 用明天皇が三宝に帰依することを群臣に諮る

用明天皇逝去

蘇我馬子と聖徳太子らが、物部守屋を滅ぼす

崇峻天皇即位

５９０ 善信尼ら百済より帰国し、桜井寺(のちの豊浦寺)に住む

５８９ 隋が中国を統一する
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５９２ 蘇我馬子が崇峻天皇を暗殺 推古天皇即位 (豊浦宮)

５９３ 聖徳太子が国政に参画、摂政となる

６００ 隋に使者を派遣（第一回遣隋使）

５９５ 高句麗の僧・慧慈が来日

６０３ 推古天皇が小墾田宮へ遷る

冠位十二階を制定

６０２ 百済の僧・観勒が暦法を伝える

６０４ 憲法十七条の制定

５９４ 推古天皇が三宝(仏教)興隆の詔を発する

５９６ 飛鳥寺が完成

６０６ 鞍作止利が丈六仏像(飛鳥大仏)をつくり、飛鳥寺の金堂に安置

６０７ 小野妹子を隋に派遣

国ごとに屯倉を設置する

６１０ 高句麗の僧・曇徴が、紙・墨・彩色の製法を伝える

６０８ 隋使・裴世清が来日

南淵請安、僧旻、高向玄理らを隋へ派遣

６２０ 「天皇記」「国記」が編纂される

６２２ 聖徳太子逝去

６１８ 唐が建国される
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６２３ 法隆寺金堂釈迦三尊像（鞍作止利作）が完成

６２６ 蘇我馬子没 蘇我蝦夷が大臣となる

６２８ 推古天皇逝去

６２９ 舒明天皇即位 (飛鳥岡本宮)

６３０ 犬上御田鍬を唐に派遣（第一回遣唐使）

６４２ 皇極天皇即位 (小墾田宮、のち飛鳥板蓋宮へ)

６４０ 南淵請安と高向玄理が唐から帰国する

６４５ 中大兄皇子が、中臣鎌足らとともに蘇我入鹿を暗殺(乙巳の変)

孝徳天皇即位 難波長柄豊碕宮に遷る

６４３ 蘇我入鹿が山背大兄王とその一族を滅ぼす

６３２ 僧旻が新羅の使者とともに帰国する

６３６ 舒明天皇が田中宮へ遷る

６３９ 百済大寺の建立を開始

６４１ 舒明天皇逝去

６５２ 班田収授法が施行される

６５３ 孝徳天皇を難波宮に残し、中大兄皇子らが飛鳥にもどる

道昭が入唐し、玄奘に師事

６４６ 改新の詔

薄葬令が出され古い習俗の廃止を命じる
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６５８ 阿倍比羅夫の軍が東北へ進出

有間皇子の謀反

６５５ 斉明天皇（皇極重祚）即位 (飛鳥板蓋宮→川原宮→後飛鳥岡本宮)

６６３ 日本軍が白村江の戦いで唐・新羅連合軍に敗北

６６１ 斉明天皇が軍を率い九州へ

斉明天皇逝去 中大兄皇子が称制を行う

６６７ 近江大津宮に遷都

６６９ 中臣鎌足に大織冠を授け藤原姓を与える 鎌足没

６７０ 庚午年籍が作成される

６７１ 近江令が施行される

天智天皇逝去

６５４ 武烈王が唐から新羅王に冊封される

孝徳天皇逝去

６６８ 天智天皇即位

６７２ 壬申の乱がおこる

６７３ 天武天皇が飛鳥浄御原宮で即位

６８４ 八色の姓を制定する

６７５ 豪族の私有地、私有民などの廃止

６８０ 天武天皇が薬師寺建立を発願

６８１ 国史の編纂がはじまる

６８５ 新たな位階を定める
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６８９ 飛鳥浄御原令の施行

６８６ 天武天皇逝去 皇后（のちの持統天皇）称制

６９０ 持統天皇即位

庚寅年籍を作成する

６９４ 藤原京に遷都

６９７ 持統天皇譲位、文武天皇即位

６９８ 薬師寺（本薬師寺）が完成

７０１ 大宝律令の完成

７０２ 遣唐使派遣

持統太上天皇逝去

７００ 道昭が遺言により火葬される (記録上最初の火葬)

７０７ 文武天皇逝去、元明天皇即位

７０８ 和同開珎の銀銭、銅銭の鋳造

藤原不比等が右大臣となる

７１０ 平城京に遷都


